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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ヒト顎骨の骨梁の性状および配列は性差, 年齢差のほか, 歯の欠損, 対向歯の喪失による機能喪失など
による変化が予想される一方, 歯周組織炎の蔓延などにも重大な影響をおよぼすことが考えられるO
著者はこの点にかんがみじゅうらい比較的研究の少なかったヒト上顎骨について主として歯槽駕を構成










4) 以上の各歯別の歯槽寓周辺の骨梁およびこれから派出される間橋的小骨梁は全体として観 察 す る
と, その性状および配列はそれぞれの歯に加わる力の方向に対応した構築学的構成を現わしていることが
明らかとなった｡
5) 以上の上顎骨の骨梁配置を全体としてながめ, 下顎骨のそれと比較すると両者の間には著しい相違
のあることが判った｡ 上顎骨の骨梁は頬骨突起へ向って集中経過する傾向が強いが, これは頬骨部への唆
合圧の集中との関連性に求むべきものと考えられる｡
以上本研究は口腔解剖学のみならず口腔臨床上にも重要な知見をもたらすものと考える｡
本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
